
【事業概要】

（

（
平成２０年度見直しをはかり、市への協力を鑑み、平成２１年度より社会福祉協議会ボランティア保険の加入
の1/2相当額を補助額とした。小金井市補助金等検討委員会にて承認。算定は改定する場合もある。

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

成人の日記念式典ほか、市の行事への協力

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

対象
（誰・何を対象に）

（

市内のボーイスカウト・ガールスカウトの各団が連携して、地域への奉仕活動、スカウト活動のPR、指導
者の研修、成人の日記念行事への協力等を行っており、行政協力団体として政策的に交付。

小金井市スカウト協議会

「小金井市スカウト協議会運営費補助金」、平成２１年度決算額８６，８００円。青少年健全育成団体として
の役割は重要であり、各種奉仕活動は評価できる。現在運営費の一部を補助しているが、完全に自立し
た団体として活動していくこと。

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市補助金等交付規則（地方自治法第２３２条の２）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

188事 務 事 業 名 小金井市スカウト協議会運営費補助事業

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

コミュニティ活動と生涯学習

）

成人の日記念式典ほか、市の行事への協力

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

小金井市スカウト協議会が小金井市の事業とも連携し、運営されること。 ）

）根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

問題、課題はないため。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

執行率

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B) 192,000

使用料・手数料の合計　(④) 0

国・都支出金の合計　(③) 0

0 0 0

0 0

0

0 0

0.000

1.737 1.606 1.585

178,800 177,200

歳出計　A(①+②)

0

192,000 178,800 177,200

#DIV/0! 1,441.935 1,363.077

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

590.769

0

550.154 506.286

0.010

一般職員人件費 92,000 92,000 89,000

嘱託職員人件費 0 0 0

0.000

100.00%

0

0.000

決算額 100,000 86,800

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.010 0.010

再任用職員工数(人/年)

歳
出

100,000 86,800

92,000

当初予算額 100,000 86,800 88,200

20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

92,000 89,000

100.00%

指
標
１

活
動
量

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値

目標値

成
果

会員数 人

実績値

名称

説明

名称

説明

350 350

325

300

会員数の増加 実績値 325

実績値

スカウト協議会発展のためのリーダー数(平成２１年度
～）

実績値

養成リーダーの人数 人

目標値

名称

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

指
標
２

活
動
量

成
果

名称

説明

目標値

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

市の事業に協力し、一定の評価はできるため、現状維持と評価する。ただし、補助額の算定は一定期間ごとに見直しを要する。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

0 124

活動量

130目標値 0 130

0



【事業概要】

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

50万円未満の建物の修繕や１０万円未満の備品の買い替えについては指定管理者において
行っているが、それ以外のものについては、市で行わなければならない。利用者が安全で快適に
利用していただくためには、順次対応する必要があるが、予算がないと実施できないため。

）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

）

（
建物や備品の経年劣化が進んでいるため、計画的に改修や買い替えを行なわなければならな
い。

（ 平成18年9月1日より指定管理者制度を導入し、管理運営を行なっている。

（

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　■条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市立清里少年自然の家条例、小金井市立清里少年自然の家条例施行規
則、小金井市立少年自然の家管理運営要綱

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　■施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

■環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

レベル3（施策）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

197事 務 事 業 名 少年自然の家維持管理事業

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　■全部委託（□公共的団体　■民間）

施設利用のリピーター確保のため、ポイントカードの導入や新規事業の実施を行なった。施設の
整備等を行なった。

コミュニティ活動と生涯学習

共 通 課 題

事業の充実を目指す ）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱）

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

利用客を増やすため、ポイントカードの導入やリンゴ狩り、ブルーベリー摘みなどの新規事業を実
施。客室の障子の張り替えや、地デジ対応テレビへの買い替え、食堂棟の外壁工事など、利用
者の方が安心して快適に過ごせるよう施設の整備を行なった。

生涯学習課

【総合計画における位置づけ】

担 当 課 長

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

対象
（誰・何を対象に）

（

）

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

恵まれた自然環境の中で、心身ともに健全な少年の育成を図るとともに、市民の保養所として開設

市民及び市民以外

指定管理者制度の導入を図り効率的、市民本位の施設としての運営に努めている。

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

）

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

目標値

0

実績値

指
標
２

活
動
量

活動量

名称

名称

説明

目標値

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

成
果

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

開館後、20年余りが経過しているため、建物や備品等の経年劣化が進んでいるため、修繕費がかさむ。
10万円未満の備品、50万円未満の修繕は、指定管理者が対応することになっているので、即時対応が可能となった。
既存事業の他に新規事業を行なったり、利用者の少ない時期に他市の学校に利用していただいたり等利用者の増員をはかる
努力をしているが、なかなか増員に結びつけるのは難しいところである。予算については平成２１年度から５年間指定管理料が
決まっているため現状とした。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

10000

少年自然の家利用者数 実績値 9244

目標値 10000 10000

9373

315 317 317

314 317

目標値

成
果

少年自然の家利用者数 人

少年自然の家稼働日数 実績値

名称

説明

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

47,194,000 59,930,000

指
標
１

活
動
量

少年自然の家稼働日数 日

名称

説明

20年度 21年度

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.260

再任用職員工数(人/年)

当初予算額 46,702,000

執行率

46,687,882 45,865,370

2,392,000 2,392,000 2,314,000

97.18%

45,865,370

0

0.000

99.97%

0

0.000

0.260

5,148.551 6,224.400

0.260

一般職員人件費 2,392,000 2,392,000 2,314,000

嘱託職員人件費 0 0

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

5,309.377

0

443.929 433.497 556.645

48,257,370 62,244,00049,079,882

歳出計　A(①+②)

0

49,079,882 48,257,370 62,244,000

国・都支出金の合計　(③) 0

0 0 0

0 0

0

0 0

0.000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B)

使用料・手数料の合計　(④)

決算額 46,687,882

0

歳
出



【事業概要】

　年に10回社会教育委員の会議開催。年に５回テーマを決めて小委員会を開催。年に１回管外視察研
修。東京都市町村社会教育委員連絡協議の活動総会、ブロック研修会、交流大会、各年１回。

）

（

（ 会議の回数などを変更している。

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　□達成できた（具体的内容を下欄に記入）　■達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

活動実績
（事業の結果等）

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　□目標がある（具体的内容を下欄に記入）　■目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

対象
（誰・何を対象に）

現状に課題や問題点が無いため。 ）

手段・方法
（内容、やり方等）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

　社会教育委員は会議等を通して行政と関りながら社会教育に関する指導者として市民の意向を社会教
育行政に反映させることを目的としている。

□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法・小金井市社会教育委員の設置に関する条例・小金井市社会教育委
員候補者選出要綱・小金井市社会教育委員会議規則

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

種 別

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

218事 務 事 業 名 社会教育委員の会議運営事業

■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

実 施 義 務

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

コミュニティ活動と生涯学習

）

目標を設定していないため。

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

年１０回の会議開催、及び５回の小委員会の開催等。
第２次小金井市生涯学習推進計画の素案作成。

 小金井市内の各学校からの推薦者１人、小金井市内に事務所を有する各社会教育関係登録団体の代
表者５人、学識経験者１人、公募市民３人からなる計１０人の社会教育委員

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

単年度毎に事業目標を定め達成する事業ではないことから。 ）

レベル3（施策）

【総合計画における位置づけ】

）

尾﨑充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

執行率

歳
出

1,612,038

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B)

使用料・手数料の合計　(④)

国・都支出金の合計　(③)

0 0 0

0 0

0

0.000

0

0

5,338,038

5,338,038

0.000

0

4,943,500

0

0

0

歳出計　A(①+②)

48.283 45.668

5,083,844

0

0

44.209

5,083,844 4,943,500

667,254.750 1,270,961.000 #DIV/0!

605,219.524 494,350.000指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

675,701.013

0

嘱託職員人件費 0

84.84%

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.405

一般職員人件費

3,726,000

再任用職員工数(人/年)

当初予算額 1,900,000 1,587,000 1,339,000

決算額 1,612,038 1,357,844

3,726,000 3,726,000 3,604,500

0.405

0.000

1,357,844

指
標
１

活
動
量

社会教育委員の会議開催回数 回

3,604,500

85.56%

20年度 21年度 22年度

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

3,726,000

0.405

目標値

成
果

社会教育委員の会議平均参加者数 人

月例年10回 実績値

名称

説明

名称

説明

10 10 10

10 10

目標値 7.2

社会教育委員10名。月例年10回の会議開催で、８割以
上の出席を目標とする。

実績値 7.9

7.2 10

8.4

指
標
２

活
動
量

小委員会 回 目標値

成
果

５回の会議開催で、８割以上の出席を目標とする。 実績値

小委員会平均参加者数

5 5

人名称

5

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

名称

説明

8 4

実績値

5 5

年５回

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

年10回の定例会への出席者も毎回平均して8割強となっている。また、平成２０年度の小委員会等で「第２次生涯学習推進計
画」を話合い、素案をまとめるなど、数値では測れない部分においての成果も上がっている。また、社会教育関係団体等に補助
金を交付する際にも法律で社会教育委員の会議に諮ることが定められており、今後も継続していく必要性がある。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

予　算

目標値 6.4 3.2

0



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

社会教育のための補助金のあり方 ）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（ ）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

実施事業の一部を補助することにより、その団体の発展を助長し、将来的に自立した団体として
小金井市の社会教育活動に寄与することを最終目的としている。

）

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

コミュニティ活動と生涯学習

）

平成１６年度から数えて５回交付を満了し、交付を終えた団体は平成２０年度１４団体。そのため
平成２１年度は、申請は６団体へと減ったが、社会教育関係団体の自立を促したといえる。

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

219事 務 事 業 名 社会教育関係団体等補助事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市社会教育関係団体補助金交付要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのあるまち（文化と教
育）

対象
（誰・何を対象に）

（

小金井市における社会教育関係団体として登録した団体の実施する事業に対し、補助対象事業に該当
する場合について経費の一部を補助することにより更なる社会教育の振興を図るため。

小金井市社会教育関係団体登録要綱の規定に基づき、小金井市社会教育関係団体として登録した団
体、平成２１年度末１０４団体。

「社会教育関係団体補助金」、平成２１年度決算額１２０，０００円。上記の条件を満たした団体が実施す
る事業で、原則として社会教育を主たる目的とし、かつ一般市民を対象とし、要綱の補助対象事業に該
当する事業を実施する団体に、１団体につき1事業、経費の１／２を限度として交付する。

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

（ 新たな交付件数が減少した。

（
平成１６年度社会教育委員の会議（平成１６年２月５日）「社会教育関係団体補助金（見直し）につ
いて提言」により、見直し。

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

申請６団体中、５団体が交付確定し、社会教育に貢献された。

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

目標値

0

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

平成１６年度より、自主運営を促進するための補助回数の制限（１団体５回まで）を設けた。そのため、交付回数を満了した団体
が平成２０年度より現れ、申請件数が減少し、それにともない予算額を平成２０年度７６０千円から平成２１年度４５０千円、平成
２２年度は２５０千円と減額をしている。現在、新たな交付団体が増えていない状況はある。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

15 10

社会教育の啓蒙を担う団体数

名称

説明

目標値

　□拡大　　　□現状　　　■縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　■縮小　　　□廃止

5指
標
２

活
動
量

補助金交付団体 団体

成
果

実績値

目標値

名称

16

平成１６年度から数えて５回交付で自立を図ってもら
い、社会教育を広めている。

実績値 14

実績値 21

30

100 110 120

95 104

4 1

4

目標値

成
果

社会教育関係団体の独立団体 団体

補助対象団体登録数 実績値

名称

説明

名称

説明

指
標
１

活
動
量

社会教育関係団体補助事業 団体

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

460,000 445,000

26.67%

当初予算額 760,000 450,000 250,000

一般職員工数(人/年) 0.050 0.050

再任用職員工数(人/年)

歳
出

470,000 120,000

460,000

0

0.000

61.84%

0

0.000

決算額 470,000 120,000

再任用職員人件費 0

145,000.000 695,000.000

0.050

一般職員人件費 460,000 460,000 445,000

嘱託職員人件費 0 0

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

66,428.571

0

8.412 5.210 6.215

580,000 695,000

歳出計　A(①+②)

0

930,000 580,000 695,000

0 0 0

0 0

0

0 0

0.000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B) 930,000

使用料・手数料の合計　(④) 0

国・都支出金の合計　(③) 0

執行率



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

　補助回数の制限を設け社会教育関係団体の自主運営を促進していることは妥当と考える。平成20年度、21年度と予算に対す
る執行率が大幅に下がり、22年度もさらに下がる見込みである。23年度は、予算要求時までに関係団体に対し事前調査をする
等、実際に交付すべき額を精査し予算化されたい。
　また、制度の周知についても必要である。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　□現状　　　■縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　■縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価

平成２２年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２１年度事業）



【事業概要】

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

（

（ 平成２０年度に政策団体補助について検討。引き続き補助。

小金井市放課後子どもプラン、小金井市食育推進会議などに参画。

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

）

対象
（誰・何を対象に）

（

児童・生徒の福祉増進のための各校PTAの連携、会員相互の親和を図り、研鑽を積む。

小金井市立小中学校PTA連合会

市立PTA連合会補助金、平成２１年度決算額１５０，０００円。年１回交付。

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

「PTA連合会創立５０周年記念　第１３回ビーチボールバレー大会」平成２１年９月１２日、「小金井
教育フォーラムP連創立５０周年記念講演会」平成２２年２月６日

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

共 通 課 題

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

220事 務 事 業 名 市立小中学校PTA連合会補助事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市補助金等交付規則（地方自治法第２３２条の２）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑　充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

レベル3（施策）

）

コミュニティ活動と生涯学習

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

PTA連合会の会員相互と、市の事業とも連携すること。 ）

）根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

課題、問題点がないため。 ）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳
出

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B)

執行率

決算額

334,000

使用料・手数料の合計　(④) 0

国・都支出金の合計　(③) 0

一般職員工数(人/年)

再任用職員工数(人/年)

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤) 0 0 0

0 0

0

0 0

0.000

歳出計　A(①+②)

0

334,000 334,000 328,000

0

0.000

3.021 3.000 2.933

334,000 328,000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

19,647.059 16,400.000指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

22,266.667

0

100.00%

再任用職員人件費 0

0.020

一般職員人件費 184,000 184,000 178,000

嘱託職員人件費 0 0 0

0.000

0.020

150,000 150,000

184,000

0.020

184,000 178,000

100.00%

当初予算額 150,000 150,000 150,000

150,000150,000

指
標
１

活
動
量

20年度 21年度

目標値

成
果

委員会等活動数 件

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

実績値

名称

説明

名称

説明

20 20

17

実績値

20

連合会の事業、会合の数 実績値 15

目標値

名称

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

名称

説明

目標値

実績値

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

連合会は、健全育成推進協議会１名、小金井市社会教育委員の会議１名、小金井市青少年問題協議会１名、東京都薬物乱用
防止小金井地区推進協議会１名、小金井市子ども家庭支援センター運営協議会１名、小金井市公民館運営審議会１名、小金
井市放課後子どもプラン運営委員会２名、小金井市食育推進会議１名、小金井市安全・安心まちづくり協議会１名、のびゆく子
どもプラン小金井１名など、多数の出向委員を輩出し、行政に対しても多くの尽力をしているといえる。そのため、現状維持と評
価する。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

成
果

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

活動量

指
標
２

活
動
量

目標値

0



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

引き続き市民のニーズを把握し、参加者のニーズに合った事業の展開を図っていく。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

宮腰　誠

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

事業費補助として婦人子供スポーツ大会13・指導者派遣事業（登録指導員83名）・育成費（スポーツ少年団
10団体・中体連）・研修費・新聞発行費（年2回）・各種大会費（49事業）・施設使用料補助（1/2補助）・健康開
発事業（2事業）・スポーツ交流費（年2回）を予定他事務費補助（事務局員3名）を予定

）

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

227事 務 事 業 名 体育協会補助事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市補助金交付規則・小金井市体育協会補助金交付要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

スポーツ・レクレーション活動の
支援

団体組織の育成

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれ
あいのまち（文化と教育）

小金井市におけるスポーツの振興を図り、体力及び健康の維持、増進に寄与する。また、これらのス
ポーツ事業を通じ市民の交流を図り、以って地域の教育力の向上を目指す。

全市民向けの各種スポーツ事業等の実施に対して

体育協会から、毎年度スポーツ事業等の計画を立案し、それに見合う予算を市に対し申請する。

スポーツ・レクリエーション

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

事業費補助として婦人子供スポーツ大会13・指導者派遣事業（登録指導員83名）・育成費（スポーツ少年団
10団体・中体連）・研修費（年2回）・新聞発行費（年2回）・各種大会費（49事業）・施設使用料補助（1/2補
助）・健康開発事業（2事業）・スポーツ交流費（年1回）を実施、他事務費補助（事務局員3名）で実施

（ 課題・問題点はないが、引き続き市民のニーズを把握する。

（
各種スポーツ事業等の実施後のアンケート調査を実施し、常に市民のニーズを把握できるような
体制の確立。

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

スポーツ大会２、レクリエーション大会２、各種スポーツ教室等１３、各種大会選手派遣事業３を実
施。小学生から中高年齢者に至るまで延べ26,410人の参加があった。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値 1200 1200

0

1200

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

　体育協会の補助事業については、現状参加者等については横ばい状態が続いており、内容の見直しを積極的に行い、又、事
業ごとにアンケート調査を実施し、参加者のニーズに合った事業の展開を図る。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

3 3 3

市民健康開発事業の開催回数

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

市民健康開発に参加した市民の数 実績値 1164 1192

実績値 3 3指
標
２

活
動
量

市民健康開発事業 回 目標値

成
果

参加者数 人

目標値 2000 2000 2000

婦人子供スポーツ大会に参加した市民の数 実績値 2165 2256

12 12 12

スポーツ大会の数 実績値 12 12指
標
１

活
動
量

婦人子供スポーツ大会 回 目標値

成
果

参加者数 人

名称

説明

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

9,848,000 9,185,833

当初予算額 9,848,000 9,848,000 9,243,000

決算額 9,848,000 9,185,833

1,196,000 1,196,000 1,157,000

93.28%100.00%

0

一般職員人件費 1,196,000 1,196,000 1,157,000

一般職員工数(人/年) 0.130 0.130 0.130

0

11,044,000 10,381,833 10,400,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

8,666.667

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

5,101.155 4,601.876 5,200.000

9,487.973 8,709.591

市民１人当たりコスト　(C/人口) 99.893 93.260 93.007

0 0 0

純支出額　C(A-B) 11,044,000 10,381,833 10,400,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

（財）小金井市体育協会は昭和５１年４月に、法人化されて以来約３４年にわたり本市の競技スポーツの育成・支援に関わって
おり、現在加盟数３７団体加盟者数8,942名の組織を以って運営されている。一方でこれまで市が直轄で行っていたスポーツ教
室等についても一部の事業を除き大半を体育協会に事業を委託するなど、本市のスポーツ行政の中核を担ってもらっていると
ころである。体育協会は、現状において財団法人という法人格を持った独立した団体であるにも関わらず、平成２１年度決算に
おいて、自主財源の占める割合は総収入金額の１５％程度に過ぎず、あとは全て市・都からの補助金及び委託料で賄っている
状況となっている。これら現状を打破するためには①スポーツイベント等収益事業の積極的な開催②自動販売機を体育協会が
自主管理する③賛助会員の確保を行うなどして自主財源の確保を図り、安定的な組織としての強化をしていくべきである。また
一方で現在、受託している各種スポーツ教室等の委託料の中身については人件費相当分が加味されていないと聞いている。通
常委託料というのは、人件費込みの金額である。本来の姿としては、委託料に人件費を上乗せし、その分補助金の人件費相当
額を減額した方がより正常な予算組みと言える。以上のことから、予算については縮小（組換えによる）すべきと考える。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　■縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

平成２２年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２１年度事業）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価



【事業概要】

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 名 ＮＰＯ法人黄金井倶楽部補助金 事 務 事 業 № 646

【基本情報】

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（ 小金井市補助金交付規則・黄金井倶楽部補助金交付要綱 ）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

共 通 課 題 □環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長 宮腰　誠

【総合計画における位置づけ】

レベル1（柱） レベル2（施策） レベル3（施策） レベル4（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのまち（文化と教育）

スポーツ・レクリエーション
スポーツ・レクリエーション活動
の支援

総合型地域スポーツクラブの育
成支援

目的
（何のために）

市民が自発的にスポーツや文化活動を楽しむことにより、健康及び体力の維持・向上を図るとともに、豊
かな人間性の形成に努め、その活動を通じて、明るく潤いのある街づくりに資する。

対象
（誰・何を対象に）

全市民向けの各種スポーツ事業等の実施に対して

手段・方法
（内容、やり方等）

黄金井倶楽部から、毎年度スポーツ事業等の計画を立案し、それに見合う予算を市に対し申請する。

活動実績
（事業の結果等）

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

（
事業費補助として各種教室（ヨガ教室他15教室）・各種大会（Ｔ－ボール大会他6大会）・文化活動
（歴史と文化と自然探訪シリーズ）・指導者育成（各種研修会等）を予定。他事務費補助

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（
事業費補助として各種教室（ヨガ教室他15教室）・各種大会（Ｔ－ボール大会他6大会）・文化活動（歴史と文
化と自然探訪シリーズ）・指導者育成（各種研修会等）が実施できた。他事務費補助

）

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（
各種教室の延参加者数は、12185人、各種大会の延参加者数は、1349人、文化活動の延参加者
数は、122人、指導者育成の延参加者数は、2600人の参加があった。

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

（
平成18年から始めた事業であるが、事業をとおして、総合型地域スポーツクラブとして、いかに市
民に定着していくか見定める必要がある。

）

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

（ 課題・問題点はないが、引き続き市民に対しての定着を目指す。 ）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

（
平成18年から始めた事業であるが、総合型地域スポーツクラブの意義と存在を広める活動を行う
こと。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

2,220,000 2,220,000

当初予算額 2,220,000 2,220,000 2,220,000

決算額 2,220,000 2,220,000

執行率 100.00% 100.00%

920,000 920,000 890,000

一般職員工数(人/年) 0.100 0.100 0.100

一般職員人件費 920,000 920,000 890,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

再任用職員人件費 0 0 0

嘱託職員人件費 0 0 0

歳出計　A(①+②) 3,140,000 3,140,000 3,110,000

歳
入

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

その他の合計　(⑤) 0 0 0

歳入合計　B(③+④+⑤) 0 0 0

純支出額　C(A-B) 3,140,000 3,140,000 3,110,000

市民１人当たりコスト　(C/人口) 28.401 28.207 27.813

指標１当たりコスト　(C/成果実績値) 1,730.028 1,806.674 #DIV/0!

指標２当たりコスト　(C/成果実績値) 12,265.625 12,217.899 #DIV/0!

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

指
標
１

活
動
量

名称 卓球教室 回 目標値

成
果

名称 参加者数 人

100 100 100

説明 教室の数 実績値 89 97

目標値 2000 2000

説明 卓球教室に参加した市民の数 実績値 1815 1738

指
標
２

活
動
量

名称 Ｔ－ボール大会 回 目標値

成
果

名称 参加者数 人

1 1 1

説明 Ｔ－ボール大会の開催回数 実績値 1 1

目標値 250 250

説明 Ｔ－ボール大会に参加した市民の数 実績値 256 257

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

文部科学省からの委託事業助成金を受けた総合型地域スポーツクラブ三団体が連合して設立された団体であり、当面の目標
は、総合型地域スポーツクラブの意義と存在を広める活動を行うこと。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止



【事業概要】

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 名 東京国際スリーデーマーチ交付金 事 務 事 業 № 653

【基本情報】

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（ 小金井市補助金交付規則・東京国際スリーデーマーチ交付金交付要綱 ）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

共 通 課 題 □環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長 宮腰　誠

【総合計画における位置づけ】

レベル1（柱） レベル2（施策） レベル3（施策） レベル4（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのまち（文化と教育）

スポーツ・レクリエーション
スポーツ・レクリエーション活動
の支援

活動の充実

目的
（何のために）

首都・東京の緑あふれる“多摩・武蔵野”を舞台に、風薫る五月晴れのもとで自然や内外の多くのウオー
カーとふれあいながら、健康づくりと国際親善をみんなで楽しむことを目的とする。

対象
（誰・何を対象に）

全市民向けの東京国際スリーデーマーチの実施に対して

手段・方法
（内容、やり方等）

日本ウオーキング協会から、毎年度東京国際スリーデーマーチの計画を立案し、それに見合う予算を市
に対し申請する。

活動実績
（事業の結果等）

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

（
三日間、中央会場を出て中央会場へ戻るルートが毎日三方向に設定され、三つのルートに５キロ、１０キロ、
２０キロ、４０キロの４つの距離コースが計１２と、小金井公園内の２キロのコースの合計１３コースが三日間
設定されている。

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（
三日間、中央会場を出て中央会場へ戻るルートが毎日三方向に設定され、三つのルートに５キロ、１０キロ、
２０キロ、４０キロの４つの距離コースが計１２と、小金井公園内の２キロのコースの合計１３コースが三日間
実施できた。

）

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（ ５月３日から５月５日までの三日間で延べ22,614人の参加があった。 ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　□行っている（具体的内容を下欄に記入）　■行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

（
平成8年から平成17年の第10回までは、武蔵野中央公園を中央会場として開催された、平成18年の第11回
から中央会場を都立小金井公園に移し、小金井市が主催者に加わり開催することになった。引き続き参加者
の定着を目指す。

）

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

（ 課題・問題点はないが、引き続き参加者の定着を目指す。 ）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

（ 21世紀の都市型ウオークの最大の大会として、引き続き参加者の定着を目指す。 ）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

2,200,000 2,000,000

当初予算額 2,200,000 2,000,000 2,000,000

決算額 2,200,000 2,000,000

執行率 100.00% 100.00%

460,000 460,000 445,000

一般職員工数(人/年) 0.050 0.050 0.050

一般職員人件費 460,000 460,000 445,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

再任用職員人件費 0 0 0

嘱託職員人件費 0 0 0

歳出計　A(①+②) 2,660,000 2,460,000 2,445,000

歳
入

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

その他の合計　(⑤) 0 0 0

歳入合計　B(③+④+⑤) 0 0 0

純支出額　C(A-B) 2,660,000 2,460,000 2,445,000

市民１人当たりコスト　(C/人口) 24.060 22.098 21.865

指標１当たりコスト　(C/成果実績値) 101.963 108.782 81.500

指標２当たりコスト　(C/成果実績値) #DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

指
標
１

活
動
量

名称 東京国際スリーデーマーチ 日 目標値

成
果

名称 参加者数 人

3 3 3

説明 開催日数 実績値 3 3

目標値 30000 30000 30000

説明 東京国際スリーデーマーチに参加した延べ人数 実績値 26088 22614

指
標
２

活
動
量

名称 目標値

成
果

名称

説明 実績値

目標値

説明 実績値

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

平成18年度から始めた事業であるが、過去については、他の会場で行っていたものである。小金井市に会場が変わっても、会
場の充実やＰＲを拡大し、引き続き参加者の増大を目指したい。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

ブース数を増やしたり、会場の案内の方法を工夫する。

）

尾﨑充男

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

実行委員会形式での安定的な事業の実施。 ）

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

コミュニティ活動と生涯学習

）

出展ブース数も参加者数も多く実施することが出来た。

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

平成２１年９月１３日学芸大学小金井キャンパス９時から５時まで開催。
出展ブース数１０２、中学生ボランティア１０８人、参加者数９７９０人。

実行委員会が主催する青少年のための科学の祭典の実施に係る経費を対象とする。

青少年のための科学の祭典を安定的に実施するために必要な経費の一部について，交付金を交付す
る。

）

■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

703事 務 事 業 名 青少年のための科学の祭典交付事業

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

実 施 義 務

レベル2（施策）

自然科学の面白さや発見の喜びの体験を通じて，小金井市内の青少年の豊かな感性と深い知性の育成
に寄与するとともに，地域に新たな文化を創造することを目的とする。

□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市補助金等交付規則・小金井市青少年のための科学の祭典交付金交付
要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

実 施 形 態

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱）

（ 参加者数が多く、ブースに行列が出来やすい。

（ これまでは一団体による主催だったが、実行委員会形式に変更した。

対象
（誰・何を対象に）

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

活動量

目標値

0

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

平成２１年９月１３日に開催した科学の祭典には9790名の来場者があった。
小金井市だけでなく、近隣市からも多くの児童生徒が来場し、回収されたアンケートでも「良かった・非常によかった」との回答が
９割を占めている。
小・中・高・専門学校・大学・研究機関と地域経済を支える団体が立場を超えて互いに尊重しあい交流・協働することで、地域経
済，文化活動，生活における活力を向上させる、科学の祭典を安定的に継続するためにも、交付事業は継続することが求めら
れる。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

指
標
２

活
動
量 実績値

名称

目標値

成
果

実績値

9790

名称

説明

前年度実績を参考に安全に楽しく出来る範囲を目標と
する。

実績値 8580説明

祭典来場者数 人

89 100 100

100 102

8580 100008540名称

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値

目標値

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

966,000 934,500

100.00%

500,000

指
標
１

活
動
量

祭典出展ブース数 ブース 目標値

成
果

前年度実績を参考に安全に楽しく出来る範囲を目標と
する。

実績値

名称

説明

20年度 21年度 22年度

0.000

0.105

966,000 966,000 934,500

0.105

13.169

当初予算額 200,000 500,000 500,000

0

決算額 200,000 500,000

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.105

一般職員人件費

966,000

0 0

嘱託職員人件費 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

135.897

0

100.00%

10.547 12.829

1,466,000 1,434,500

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

149.745 143.450

0

1,166,000

1,166,000

0.000

国・都支出金の合計　(③) 0

再任用職員工数(人/年)

歳出計　A(①+②) 1,466,000 1,434,500

0

0 0 0

0 0

0

0.000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B)

使用料・手数料の合計　(④)

執行率

歳
出

200,000



【事業概要】

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

市史編さん委員会において悉皆翻刻の必要性を検討するとともに、市民協働の充実をはかり、筆
写の数量と精度を向上させる。

）

■あり→
□なし

（根 拠 法 令 等

■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

尾﨑充男

）

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

（ 現在の進捗状況では、悉皆翻刻が終了するにはあと５年程度かかる.

（
古文書講座を通じ、古文書を判読できる市民を養成し、ボランティアで判読作業の一部を分担し
てもらっている。

）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

本事務事業に課題・問題点はあるか。
■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

200字詰原稿用紙1400枚分（280,000文字）を判読し、ワープロでテキスト入力する。 ）

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

）

種 別

実 施 形 態 □全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　■全部委託（□公共的団体　■民間）

レベル3（施策）

）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

752事 務 事 業 名 古文書調査事業

歴史的文化遺産の保存と継承

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

小金井市史編さん委員会条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 生涯学習課 担 当 課 長

近世･近代の古文書を筆写（翻刻）することにより、地域の歴史を明らかにするとともに、市史編さん事業
に資することを目的とする。

市内に残る近世･近代の約４０００点に及ぶ古文書を対象とする。

専門家（研究者）に委託し、古文書を解読し、筆写（ワープロ入力）する。

市民文化

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

市民文化の創造

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

大久保家文書３６７点中1番から100番まで、1400枚分の筆写ができた。 ）

200字詰原稿用紙1400枚分（280,000文字）を判読し、テキスト入力化できた。

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

実績値

活動量

目標値

0

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

指
標
２

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

・古文書調査事業は、市内に残る近世･近代の古文書約４０００点の悉皆筆写（翻刻）を目標に、昭和５３年度（１９７８）に開始さ
れ、平成２１年度(２００９）年度まで31年に及ぶ。この間、鈴木英男家文書５２０点、小金井市保管文書１６０点、その他８００点、
合計１４８０点の悉皆翻刻を行なった。これらは、『小金井市史（誌）編纂資料』として編集、これまでに３８冊（平均180頁）を刊行
した。平成２２年度から３１年にかけて実施する『小金井市史』編さんのための基礎資料とすることができた。単年度でみると少
ない予算ながら、長期に継続することによって大きな成果が得られた。
・市民団体の協力を得ることにより、筆写の量が倍増したが、職員による校正も必要となった。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活
動
量

目標値

名称

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算

江戸時代・明治期の毛筆のくづし字で書かれた文書を
解読し、ワープロで入力する。

実績値 1400

成
果

実績値

名称

説明

目標値

実績値

目標値 1400

説明

名称

1400 1400 1400

1400 1400

1400

1400 1400

指
標
１

活
動
量

古文書筆写頁数（２００字詰原稿用紙・１４００頁
分）

頁

成
果

古文書筆写頁数（２００字詰原稿用紙・１４００頁
分）

頁

江戸時代・明治期の毛筆のくづし字で書かれた文書を
解読し、ワープロで入力する。

説明

名称

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

409,500 409,500

当初予算額 409,500 409,500 409,500

再任用職員工数(人/年)

2,300,000 2,300,000 2,225,000

100.00%100.00%

2,225,000

決算額 409,500 409,500

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.250 0.250

0

0.000 0.000

1,935.357 1,881.786

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

0 0 0

0

0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

1,935.357

0

国・都支出金の合計　(③) 0

嘱託職員人件費

一般職員人件費

2,709,500

0

2,709,500

0.250

0.000

2,300,000 2,300,000

その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B)

使用料・手数料の合計　(④)

0 0 0

0

24.507

2,709,500 2,709,500 2,634,500

24.340 23.560

0 0 0

歳出計　A(①+②) 2,634,500

歳
入

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

現行の運営体制での市民サービス拡大の可能性の検討。また、市民協働による図書館運営の
可能性について検討を行う。

）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

田中　肇

□環境関連　　□男女共同参画関連　　■情報化関連　　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

前年度を上回る利用登録者及び資料貸出数の増大。 ）

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

754事 務 事 業 名 図書館窓口業務

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　□条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

図書館法

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 図書館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

活動の場の充実 公共施設の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

図書館資料を利用者に提供することにより、その教養を深め、調査研究、レクリエーション等に資する。

一般市民

図書館資料の貸出・返却・予約及び窓口相談等

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

利用登録者は約４千人、また資料貸出数は約１万４千冊増であった。

（ 職員の資質の向上。開館日及び開館時間の拡大。新館建設。近隣市との相互利用。

（ 窓口において迅速かつ十分に利用者の要望に応えるための接遇の向上。

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

月例の全体会議や各館での毎朝のミーティングを通じて、随時窓口において発生した新たな課題
の解決について協議し、職員が共通認識を持ちサービスの向上に努めていることが、成果につな
がっている。

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値 100 100

0

100

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

図書館の資料貸出数は、民間の商店にたとえて考えるならば、売り上げに該当するのではないだろうか。しかし、ベストセラー
や新刊本を含む蔵書数が増えたからといって、必ずしも増大するというものではない。職員が窓口での接遇の中で、いかに利用
者の意を汲み、その意に沿うような資料を探して提供できるか、ということの積み重ねである。これからも、本と利用者を最良の
形で結びつけるための接遇と、専門的知識・技術の向上をめざして、職員一人一人が日々の精進を続けて行くことが基本であ
ると考える。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

74,000 81,000 88,000

利用者から本の予約を受けた件数

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

予約受付数に対し資料を提供することができた割合 実績値 99.803 99.808

実績値 74,659 80,738指
標
２

活
動
量

予約受付数 件 目標値

成
果

資料提供率 ％

目標値 7.2 7.3 7.4

市民１人当り貸出数 実績値 7.2 7.3

800,000 810,000 830,000

利用者に貸出した本の数 実績値 817,501 831,654指
標
１

活
動
量

資料貸出数 冊 目標値

成
果

貸出密度 冊

名称

説明

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

355,950 498,225

当初予算額 675,000 675,000 455,000

決算額 355,950 498,225

80,828,856 78,205,184 74,858,000

73.81%52.73%

39,525,000

一般職員人件費 43,157,200 39,836,000 35,333,000

一般職員工数(人/年) 4.691 4.330 3.970

0

81,184,806 78,703,409 75,313,000

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 37,671,656 38,369,184

0 0 0

753,130.000

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

11,275,667.500 10,781,288.904 10,177,432.432

813,450.558 788,548.102

市民１人当たりコスト　(C/人口) 734.319 706.995 673.520

0 0 0

純支出額　C(A-B) 81,184,806 78,703,409 75,313,000

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

地域ボランティアから意見をきく機会を設けるとともに、庁内で運営の仕方を検討する。 ）

□あり→
■なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

田中　肇

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

参加者が、講座終了後、ボランティアサークルに加入したり、個人で勉強を続けるなどその後何ら
かの形でおはなし会活動に関わるようにすること。

）

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

759事 務 事 業 名 おはなし読み聞かせ講習会事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　□規則・規程・要綱　■なし　）

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 図書館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

活動の場の充実 公共施設の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

地域でおはなし会活動（読み聞かせなど）を行うボランティアを養成するため

一般市民（ボランティアサークルやおはなし会活動に興味がある方等）

講師を招いての講習会形式

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

講座終了後、参加者が、講師の主催している講座へ参加し、自主的に勉強を続けている。

（
現在の講座は、図書館主催だが、講師の選定などに対し、地域のボランティア団体より意見を取り入れて欲
しいと希望が出ている為、運営を含め市民団体と共催で行うことなどを検討する必要がある。

（
講座終了後に参加者にアンケートを実施し、その意見を反映させ次回の講座に活かしている。
（内容や開催曜日など）

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

年５回実施（１１月：英語のおはなし会講座、２月：おはなし会初心者講座、３月：語りの講座（２回
連続講座）、高学年児童の読書に対する講座）　参加者：７８名

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

平成２１年度は、インフルエンザの影響もあり、参加者数が前年度より減少してしまった。しかし、参加した方からは、毎回好評
を得ており、講座終了後は、ボランティア同士で交流を深める場ともなっている。
また、市内の小学校などでも朝読書や放課後に保護者が読み聞かせを行う機会が増えており、図書館でもおはなし会の一部を
ボランティアを導入して行っている。このような地域のおはなし会活動を担ってもらう人材を育成、支援していくことは、今後、子
どもの読書活動を推進する上で非常に重要であるので、この事業は継続して行っていきたい。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 150 150

講座の参加者人数 実績値 135 78

5 5 5

講座の開催回数 実績値 5 5指
標
１

活
動
量

開催回数 回 目標値

成
果

参加者人数 人

名称

説明

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

80,000 80,000

当初予算額 80,000 80,000 80,000

決算額 80,000 80,000

1,798,600 1,718,560 1,197,940

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 1,798,600 1,718,560 1,197,940

一般職員工数(人/年) 0.196 0.187 0.135

0

1,878,600 1,798,560 1,277,940

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

13,915.556 23,058.462 #DIV/0!

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 16.992 16.157 11.429

0 0 0

純支出額　C(A-B) 1,878,600 1,798,560 1,277,940

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【事業概要】

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

他市の交付状況を調査し、効果的な方法を検討する。 ）

■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　■補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

田中　肇

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

地域文庫に対して事業の経費の一部を補助することにより、各種行事の実施等、子どもと本を結
ぶ活動の充実を図る。

）

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

761事 務 事 業 名 地域文庫補助金

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

小金井市補助金交付規則
小金井市地域文庫補助金交付要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 図書館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

活動の場の充実 公共施設の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

地域文庫に対して事業の経費の一部を補助することにより、活動の充実を図る

図書及び読書に関する研究、調査、相談、講習その他の活動のための各種事業を行うことによって、地
域社会に奉仕する団体が実施する図書活動を主な目的とした事業

地域文庫補助金　予算の範囲内において補助対象経費の1/2を限度として交付する。
（平成21年度は、市内で文庫活動をしている７団体で構成されている「小金井市こども文庫サークル連絡
会」に、30,000円を交付した。）

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

補助金の交付により、「手ぶくろ人形講習会」、講演会「小金井市在住の絵本作家と遊ぼう」等各
種行事が実施され、子どもと本を結ぶ活動の充実が図られた。

（
図書館事業の推進のために、地域の図書活動を支援していくことは重要なことだと考えるが、今
後どういう形で継続していくかは課題であるといえる。

（ 平成12年度に交付金額の見直しをし、13年度から金額を変更している。

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

平成21年度地域文庫補助事業実績報告書の提出
補助金の交付により、「手ぶくろ人形講習会」（20人）、講演会「小金井市在住の絵本作家と遊ぼ
う」子ども26人・大人28人）、「おとなが楽しむおはなし会」（54人）、「たのしいおはなしフェスティバ
ル」（41人）等の行事が実施された。　（　）内は参加人数

）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

名称

説明

名称

説明

名称

説明

目標値

0再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

補助金は年々縮小の傾向にあり、今後どういう形で継続していくかは検討していく必要はあるかもしれないが、地域の図書活動
を推進していくうえで、地域文庫の活動を支援していくことは重要なことだと考える。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

実績値

実績値指
標
２

活
動
量

目標値

成
果

目標値 4 4 4

講演会など開催回数 実績値 4 4

30,000 30,000 30,000

地域文庫補助金の交付金額 実績値 30,000 30,000指
標
１

活
動
量

交付金額 円 目標値

成
果

子どもと本をむすぶ事業 回

名称

説明

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

30,000 30,000

当初予算額 30,000 30,000 30,000

決算額 30,000 30,000

9,200 9,200 8,900

100.00%100.00%

0

一般職員人件費 9,200 9,200 8,900

一般職員工数(人/年) 0.001 0.001 0.001

0

39,200 39,200 38,900

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0

0 0 0

#DIV/0!

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

9,800.000 9,800.000 9,725.000

#DIV/0! #DIV/0!

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.355 0.352 0.348

0 0 0

純支出額　C(A-B) 39,200 39,200 38,900

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

本事業は、地域文庫活動の充実を図ることを目的として、「小金井市地域文庫補助金交付要綱」に基づき補助金の交付を行っ
ているものである。本事業の継続に当たり、次の２つの課題があると考えられる。一点目として、補助（申請）団体が毎年１団体
のみであり、当該団体は市内１４文庫中７文庫のみによるものであり、また補助事業内容についても「小金井市補助金等交付規
則」で定められた５つの基本原則に照らし妥当なものであるか精査する必要がある。二点目として、地域文庫活動の支援の重
要性は理解できるところであるが、支援の方法として補助金として経費を補助する以外の方法も検討する必要がある。　以上２
点の課題を検討のうえ本事業の今後のあり方を考えるべきである。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

平成２２年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２１年度事業）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価



【事業概要】

（
東京都市町村立図書館長協議会による多摩地域公立図書館大会実施にあたり、人員体制及び
会場の確保が難しい状況となってきている。

（ 日本図書館協会負担金については、平成１２年５月に金額の見直しを行っている。

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

日本図書館協会：図書館界における総合的窓口機能、各種研究会の設置、研修会の実施、情報
提供、図書館雑誌等の刊行
東京都市町村立図書館長協議会：多摩地域公立図書館大会の実施、例会（年４回）、臨時会及
び幹事会の実施、各種委員会・研修会・視察等の計画及び実施

）

各館相互の提携、連絡を密にし、協力して図書館事業の発展を図るため

日本図書館協会、及び東京都市町村立図書館長協議会

日本図書館協会負担金、東京都市町村立図書館長協議会負担金の支払い

コミュニティ活動と生涯学習

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

日本図書館協会、及び東京都市町村立図書館長協議会において、各館相互の提携、連絡を密
にし協力して、図書館事業の発展を図るために運営された。

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

活動の場の充実 公共施設の充実

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　□法律　□条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

（社）日本図書館協会定款、（社）日本図書館協会会費規定
東京都市町村立図書館協議会規約

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 図書館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

762事 務 事 業 名 分担金・負担金事業

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

日本図書館協会、及び東京都市町村立図書館長協議会において、各館相互の提携、連絡を密
にし協力して、図書館事業の発展を図ることを目標とし運営する。

）

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

種 別 □ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　■その他

田中　肇

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　□市民協働関連

）

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

大会規模の見直しや、会場借用にあたって助成金の更なる活用を図る。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　■その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳出計　A(①+②)

使用料・手数料の合計　(④) 0 0 0

執行率

純支出額　C(A-B) 68,200 68,200 67,900

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口) 0.617 0.613 0.607

0 0 0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

205.422 88.228

0 0 0

226.333

国・都支出金の合計　(③) 0 0 0

68,200 68,200 67,900

再任用職員工数(人/年) 0.000 0.000 0.000

嘱託職員人件費 0 0 0

一般職員人件費 9,200 9,200 8,900

一般職員工数(人/年) 0.001 0.001 0.001

0

決算額 59,000 59,000

9,200 9,200 8,900

100.00%100.00%

平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

59,000 59,000

当初予算額 59,000 59,000 59,000

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度

指
標
１

活
動
量

図書館雑誌の刊行（日本図書館協会） 回 目標値

成
果

名称

説明

12 12 12

図書館雑誌の刊行による情報提供等（日本図書館協
会）

実績値 12 12

東京都多摩地域公立図書館大会参加数 人

目標値

実績値

実績値 4 5指
標
２

活
動
量

東京都市町村立図書館長協議会例会・臨時会
開催回数

回 目標値

成
果

活動量 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

図書館大会の参加人数（図書館員及び一般参加） 実績値 332 773

300

再任用職員人件費 0

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

分担金・負担金については、図書館事業の円滑な推進及び発展のため設立された機関の運営費である性質上、今後について
も負担すべきものであると考える。
そのうえでその使用等については今後もチェックしていく必要がある。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

4 4 4

東京都市町村立図書館長協議会例会及び臨時会の開
催回数

名称

説明

目標値 300 700

0

名称

説明

名称

説明



【事業概要】

（

（ 講習会外部講師を招くことを止めて、職員講師で対応するように変更した。

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

講習会参加者１１名の全員が試験に合格し、修了することができた。

視聴覚文化の理解を深める。１６ミリ発声映写機操作講習会修了者を増やし、視聴覚機材の利用を普及
する。

小金井市在住、在勤、在学者

年１回、講習会を開催

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち(文化と教育）

対象
（誰・何を対象に）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

182事 務 事 業 名 16ミリ発声映写機操作講習事業

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　□ある（具体的内容を下欄に記入）　■ない

講習会参加者全員が修了すること。 ）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

コミュニティ活動と生涯学習

大関勝広

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

）

講習会参加者１１名の全員が、１６ミリ発声映写機操作を習得することができた。

）

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

現状では、講師を職員が担当して、講師謝礼を予算化していない。講習会参加希望者が増加す
れば、予算措置も検討すべきだが、現状では職員講師で対応できるので、問題点はない。

）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳
出

0

119,600 115,700

0.013

0

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B)

執行率

使用料・手数料の合計　(④) 0

0 0 0

0 0

0

115,700

0 0

0.000

国・都支出金の合計　(③) 0

再任用職員工数(人/年)

歳出計　A(①+②)

0.000

0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

9,200.000

0

1.082

119,600

119,600

10,872.727 5,785.000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

1.074 1.035

119,600

嘱託職員人件費 0 0 0

0.013

一般職員人件費 119,600 119,600 115,700

決算額 0 0

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.013

21年度 22年度

0

当初予算額 0 0 0

0.000

#DIV/0!

指
標
１

活
動
量

講習会数 回

平成20年度 平成21年度

119,600

#DIV/0!

119,600

20年度

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値

平成22年度（計画）

115,700

目標値

成
果

受講者数 人

年１回、講習会を実施している。 実績値

名称

説明

名称

説明

1 1 1

1 1

20 20

11実績値 13

実績値

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

100指
標
２

活
動
量

合格率 ％ 目標値

成
果

活動量

名称

説明 実績値 92

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

受講者人数が現状程度であれば、今後も職員講師で対応すべきである。
今後、受講希望者が増えた場合には講師謝礼も検討すべきだが、現状程度の受講人数であれば現状維持としたい。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

100 100

全員合格を目標としている。修了証を目的としていない
児童の参加者以外、全員合格している。

名称 目標値

0

100

目標値 20

講師一人で、講習できる限度の２０人を目標としてい
る。



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価

平成２２年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２１年度事業）

自治体等の視聴覚ライブライリーなどが所蔵する１６ミリフィルムは膨大な量が管理されているようであるが１６ミリ発声映写機
の視聴覚機材としての位置付けはＶＴＲ等の他の方法による再生機器の出現により低下してきている。このことから現状講師に
関する予算措置はなされていないが、講座の受講希望者数は今後大幅に増加するとは考えにくい。また、本事業の講師は少数
の指導者資格を有する公民館職員が担っている状況であり、安定的な運営を継続していくことはいずれ困難となることと思われ
る。
　受講者数及び１６ミリフィルム映像文化の在り方等本事業の将来の姿を鑑みると、公民館単独で取り組むのではなく、市内外
の１６ミリ映像関係の各種団体等との連携・協働を検討することが求められていると考える。また、同様な講習は他の自治体で
も行われており、講座開催の輪番実施や集中拠点化といった共同開催の可能性を探ることも必要と思われる。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価



【事業概要】

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

体勢が整った次点で、課題解決の見直しを行う必要がある。 ）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（ ）

見直し実績
（事業の改善、実施方

法の見直し等）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

① ひとりひとりが大切にされる　　② 自分の力で選択し行動する力(主体的に関わる力)を育てる
③ 余暇活動の拡がり(文化活動の享受) ）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

障害のある人が、自立のために必要な知識、技能を学ぶと共に一般教養を身につける。また、学級生同
士の交流と親睦を図る。

市内在住・在勤・在学の知的障害者で、ある程度身の回りのことが自分で出来る１５歳以上の方。

毎月２回（概ね第２・４日曜日）午後１時から午後４時まで。その他野外活動（社会科見学１日・サマーキャ
ンプ１泊２日・修学旅行１泊２日）等年間２５回開催。

コミュニティ活動と生涯学習

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

202事 務 事 業 名 障害者青年学級事業

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊な人間性をはぐくむふれあい
のあるまち（文化と教育）

）

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

（
学級生、ボランティアスタッフの高齢化（若年層の学級生への対応）。高齢者の日常活動の場を
つくっていく必要がある。

（ 毎年受講者も増え、年度ごとに目標を設定して実施している。

（ ）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

障害のある人がたちと関わるボランティアスタッフ（健常者）との親睦を通じ、差別されることなく日
常生活の体験・行動を学習できた。

）

障害者、健常者の区別なく生涯学習を体験・学習できた。

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

目標値

0

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

月２回の学級には概ね４０数名参加をもって開催し、学級生も楽しみに待っている姿が見られた。また運営に携わるボランティア
も学級生の増にあわせ年々増えており、事業内容も目的にむかって運営できている。また講師として迎えている特別支援校教
諭の指導の下、少ない予算の範囲内で充実した学級運営が出来ている。
学級生の増や諸物価高騰の影響により、修学旅行など個人負担も高くなっているのは否めない。
将来、拡大することも必要だが、今の体制では、拡大は難しい。縮小、廃止は障害のある人々の社会参加を鑑み難しい。よっ
て、現状維持とする。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

名称

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

成
果

実績値

名称

説明指
標
２

活
動
量

目標値

実績値

目標値 1478

ここ数年参加希望者も増えている。平均出席率も概ね６
０％を超えている。

実績値 913

25 25 25

25 25

1275 1375

981

目標値

成
果

受講者人数 人

原則毎月第２・第４日曜日（サマーキャンプ、修学旅行
は土・日で実施）年間２５回開催。

実績値

名称

説明

名称

説明

指
標
１

活
動
量

学級開催数 回

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

2,394,100

99.66%97.80%

歳
出

1,441,551 1,630,461

当初予算額 1,474,000 1,636,000 2,119,000

2,980,800 2,954,800

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.269

0

0.000 0.000 0.000

0.269

一般職員人件費 2,474,800 2,474,800 2,394,100

0.269

0 0

4,585,261 4,513,100

嘱託職員人件費 506,000 480,000 0

歳出計　A(①+②) 4,422,351

41.190 40.360

4,585,261 4,513,100

4,674.068 3,282.255

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

4,843.758

0

0

再任用職員工数(人/年)

0 0 0

0 0

0 0

40.000

4,422,351

使用料・手数料の合計　(④) 0歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B)

国・都支出金の合計　(③)

執行率

決算額 1,441,551 1,630,461



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価

　従前の青年学級事業については、高校への進学率の高まりや、他の学習機会の増加によりその役割を終えているが、現在で
は、障害のある人に特化した学級の位置付けが自立のための知識、技能を学ぶとともに、社会参加への支援を行なうことを目
的としていることから、今後においても大変重要なものであると考えられる。
　なお、近年の障害者数（障害のある人）の推移からも、今後、学級生の増加が予想され、学級数の増設及びボランティアスタッ
フ等の支援体制を確保しなければならないことが想定される。ただし、生徒の年齢層及び障害の状況等により、事業目的にあっ
たクラス編成を検討する必要があると考えられる。
　類似事業の観点からは、特別支援学級又は特別支援学校に在籍する児童・生徒の余暇の充実を図ることを目的とした障害
福祉課が所管する事業（日曜クラブ）もあり、障害者青年学級事業との連携（分担）を検討することが望まれる。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価

平成２２年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２１年度事業）



【事業概要】

（ 上映映画選定研究に市民協働を取り入れること。

（ アンケートなどを通して、選定映画の検討を行っている。

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

上映会各回に、評価を示す感想が寄せられた。

映像文化を通じて、市民が情操を深める支援をする。

小金井市在住、在勤、在学者

年２４回市民映画会を開催

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのあるまち(文化と教育）

対象
（誰・何を対象に）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

206事 務 事 業 名 市民映画事業

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

話題の映画、社会性のある映画、高齢者の懐かしい映画を上映し、評価を得る。 ）

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

コミュニティ活動と生涯学習

大関勝広

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

）

目標に沿った映画を上映し、評価を得た。

）

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（

公民館企画実行委員に上映映画選定研究に参加していただき、職員工数の削減を目指す。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　■市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

歳
出

597,340

2,032,860 1,850,000

0.156

0

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B)

執行率

使用料・手数料の合計　(④) 0

0 0 0

0 0

0

1,850,000

0 0

0.000

国・都支出金の合計　(③) 0

再任用職員工数(人/年)

歳出計　A(①+②)

0.000

0

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

2,194.968

0

18.384

2,032,540

2,032,540

2,317.970 1,101.190

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

18.261 16.544

2,032,860

嘱託職員人件費 0 0 0

0.140

一般職員人件費 1,435,200 1,435,200 1,246,000

決算額 597,340 597,660

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.156

21年度 22年度

597,660

当初予算額 604,000 604,000 604,000

0.000

98.90%

指
標
１

活
動
量

上映回数 回

平成20年度 平成21年度

1,435,200

98.95%

1,435,200

20年度

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値

平成22年度（計画）

1,246,000

目標値

成
果

入場者数 人

毎月第３土曜日に、昼、夜２回の上映を行っている。 実績値

名称

説明

名称

説明

24 23 24

24 23

1610 1680

877実績値 926

実績値

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

　指
標
２

活
動
量

　 　 目標値

成
果

活動量

名称

説明 実績値 　

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　■協働化　　　□情報化

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

他市の映画会に比べて、少ない予算で実施しているが、目標の達成度からみて、必ずしも劣っているとは言えない。今後は、
フィルム借り上げ料を増額し、職員の工数を減らして同様の目標達成をめざす。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

　 　

名称 目標値

0

　

目標値 1680

会場満席である７０人を目標としている。



【第２次評価】（他課の管理職者による評価）

【第３次評価】（庁内部長職者で構成する行政評価会議による評価）

１ 次 評 価 及 び ヒ ア リ ン グ を 踏 ま え た ２ 次 評 価

平成２２年度事務事業評価シート③　（評価対象：平成２１年度事業）

　市民映画事業については、従来は公会堂で話題性のある映画や時事に関連した映画を市民向けに上映し、市民に慣れ親し
んでもらっている事業の一つである。
公会堂が閉鎖された後は、公民館本館にて上映事業が継続しているが、近年の家庭用映像機器の普及と、安価でしかも手軽
に映像文化を親しめる環境（インターネットや携帯電話で、気軽に予約をした映像ソフトが自宅に届き、自宅に居ながらにしてそ
の作品を鑑賞できる環境などのこと）があることを背景に鑑みると、目標値に対する実績値、すなわち達成度を見るに、目標値
そのものの見直し、もしくは上映時間帯や上映内容の工夫と検討の必要性があるといえる。
　また、アンケートとリクエストをサンプリングし、上映内容を決定していることがヒアリングで明らかになったが、対象者が来場者
に限られていることを考えると、広くサンプリング可能な方策がないか、上映内容が時代に即したものとなっているか、さらに研
究する必要がある。
　なお、主管課の分析どおり、協働化によって職員工数は削減可能であることが見込まれるが、集客能力のある集会施設等を
利用した受益者負担の視点に立った手法の導入についてもさらなる研究と検討が望まれる。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　□廃止

　□拡大　　　□現状　　　□縮小　　　■要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

１ 次 評 価 及 び ２ 次 評 価 を 踏 ま え た ３ 次 評 価



【事業概要】

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　□ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　□庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　■ない（行わない理由を下欄に記入）

使用に耐えられなくなった次点で、対応する。 ）

根 拠 法 令 等
■あり→
□なし

（ ）

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

陶芸創作の基礎からその魅力を学び、窯出しの感動までを味わい、また仲間作りに寄与し、陶芸
を通して地域とのつながりを深めることで評価を得る。

）

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

陶芸の基礎から焼成まで学び、同時に仲間作り、陶芸を通して地域とのつながりを深め豊かな人生を開
く助けとする。

市内在住者。本講座を受講したことのない方を優先。２５人

９月から１２月まで、おおむね水曜日の１５回講座を行う。作陶までは１人の講師で実施するが、焼成の
段階からは２名の補助講師が加わる。

コミュニティ活動と生涯学習

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

受講の回を重ねるごとに、陶芸の魅力を深め、友達ができて楽しかったという感想が寄せられ
た。

公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

213事 務 事 業 名 陶芸入門事業

生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊かな人間性をはぐくむふれあ
いのある町（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　□規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例

担 当 部 生涯学習部 担 当 課

（

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

）

目標に沿った内容で実施し、陶芸サークル入会希望者が多数でたことで、評価を得た。

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進

）

（

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

対象
（誰・何を対象に）

（

（
陶芸窯が老朽化し、故障のたび修理に出しているが、いつまで使用に耐えられるのか不明。
今後は、修理費が嵩んでくることが予想される。

（ アンケート、担当者の気づいたことなどを通して、内容の検討を行っている。

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

目標値 100 100

0

25 25

定員を目標としている。定員を超える申し込み人数と
なっている。

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

本事業は、２５人の定員で毎年抽選になるほどの人気ぶりだが、陶芸窯や教室スペースの規模等のため、この人数が限度であ
る。日程や内容については何度か改善してきているので、より多くの参加者を受け入れるにはすでに老朽化した陶芸窯を新しく
してキャパシティーを上げることが必要。それまでは、現状維持とする。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

活動量

94.5

名称

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

指
標
２

活
動
量

「陶芸入門教室」事業申込数 目標値

92

実績値 37 41

条件上の上限を定員として目標としている。 実績値 23

成
果 全員、毎回出席することを目標としている。毎回、高出

席率となっている。
実績値

「陶芸入門教室」事業出席率

名称

説明

25

24

目標値 25

名称

説明

名称

説明

15 15 15

15 15指
標
１

活
動
量

「陶芸入門教室」事業開催回数 目標値

成
果

「陶芸入門教室」事業受講者数

平成１８年度開催日数が少ないのは、１日の２こまを
やった日があるため、合計の時間数は同じ

実績値

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値 20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

歳
出

208,000 208,000

当初予算額 208,000 208,000 208,000

644,000 644,000 623,000

100.00%100.00%

決算額 208,000 208,000

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.070 0.070 0.070

一般職員人件費 644,000 644,000 623,000

0

0.000 0.000 0.000

852,000 831,000

嘱託職員人件費 0 0 0

歳出計　A(①+②)

35,500.000 #DIV/0!

9,015.873 9,260.870 #DIV/0!

0

7.654 7.432

852,000 831,000

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

37,043.478

0

国・都支出金の合計　(③) 0

再任用職員工数(人/年)

0 0 0

0 0

0

852,000

0 0歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B)

7.706

852,000

使用料・手数料の合計　(④) 0

執行率



【事業概要】

（
市民要望が多くなり、様々な講座企画があがってくることがよそうされ、選考方法等明確な判断を
要する。

（ 開催希望者が増加する中で、講師料等を減額し開催回数を増やすこととした。

活動実績
（事業の結果等）

手段・方法
（内容、やり方等）

高齢者向け、男女共同参画、地域・コミュニティー、子育て支援など市民要望にそった講座を企画
することが出来た。

平成21年度の事業の結果等（具体的内容を下欄に記入）

（

対象
（誰・何を対象に）

（

様々な問題をかかえる地域の課題を自分たちの手で取組むための第１歩となるために、市民自身の手で
講座を企画、立案し、自ら実施する。

市内在住・在勤・在学の個人または団体

市が講師謝礼及び保育士謝礼を用意し、講座を実行する会場を確保する。申し込み状況によるが、講座
を（２～３回）を選考基準に従い予算範囲内で決定する。

）

平成21年度の本事務事業の目標は達成できたか。
　■達成できた（具体的内容を下欄に記入）　□達成できなかった（できなかった理由を下欄に記入）

（

【総合計画における位置づけ】

（

平成21年度の本事務事業の目標は何か。
　■目標がある（具体的内容を下欄に記入）　□目標がない（ない理由を下欄に記入）

目的
（何のために）

レベル4（施策）

生涯学習活動の推進 生涯学習活動に対する支援

レベル1（柱） レベル2（施策）

豊な人間性をはぐくむふれあい
のあるまち（文化と教育）

実 施 義 務
□義務事業　（　法律で実施が義務づけられている　）
■任意事業　（　■法律　■条例　■規則・規程・要綱　□なし　）

社会教育法、小金井市公民館条例、市民がつくる自主講座取扱要綱

担 当 部 生涯学習部 担 当 課 公民館 担 当 課 長

実 施 形 態 ■全部直営　　□一部委託（□公共的団体　□民間）　　□全部委託（□公共的団体　□民間）

平成２２年度事務事業評価シート①　（評価対象：平成２１年度事業）

事 務 事 業 №

【基本情報】

214事 務 事 業 名 市民がつくる自主講座事業

レベル3（施策）

）

事業開始から現在までに実施方法の見直し等を行っているか。
　■行っている（具体的内容を下欄に記入）　□行っていない（行っていない理由を下欄に記入）

コミュニティ活動と生涯学習

）

平成２０年実績以上の、講座開設について相談・申請があった。

種 別 ■ソフト　□窓口ソフト　□施設の管理・運営　□補助・助成　□ハード　□内部管理　□その他

大関　勝広

□環境関連　　□男女共同参画関連　　□情報化関連　■市民協働関連

見直し実績
（事業の改善、実施方
法の見直し等）

共 通 課 題

本事務事業に課題・問題点はあるか。
　■ある（具体的内容を下欄に記入）　□ない

公共性のある地域や生活の課題について、市民自身の手で講座を企画運営することにより、市
民の中に自主的な学習意欲を喚起し、学習活動を支援し社会還元を目的とする。

）

）根 拠 法 令 等
□あり→
■なし

（

公民館運営審議会などで、選出方法を検討する。 ）

）

課題・問題点に対して見直しを行う必要があるか。
　■ある
　　→課題・問題点を見直す具体的手法は何か。（選択し具体的内容を下欄に記入、複数選択可）
　　　　■庁内検討　□市民協働　□外部委託　□指定管理者　□その他
　□ない（行わない理由を下欄に記入）

【総コスト指標】 (単位：円)

事業費（決算額）　(①)

人件費合計　(②)

(単位：円)

【指標データ】

【第１次評価】（事業担当課による分析・自主評価）

執行率

歳
入 その他の合計　(⑤)

歳入合計　B(③+④+⑤)

市民１人当たりコスト　(C/人口)

純支出額　C(A-B) 986,400

使用料・手数料の合計　(④) 0

国・都支出金の合計　(③) 0

0 0 0

0 0

0

0 0

0.000

8.922 8.116 8.093

903,500 905,000

歳出計　A(①+②)

0

986,400 903,500 905,000

#DIV/0! #DIV/0! #DIV/0!

指標１当たりコスト　(C/成果実績値)

指標２当たりコスト　(C/成果実績値)

493,200.000

0

451,750.000 452,500.000

0.060

一般職員人件費 552,000 552,000 534,000

嘱託職員人件費 0 0 0

0.000

99.86%

0

0.000

決算額 434,400 351,500

再任用職員人件費 0

一般職員工数(人/年) 0.060 0.060

再任用職員工数(人/年)

歳
出

434,400 351,500

552,000

当初予算額 435,000 421,000 371,000

20年度 21年度 22年度

平成20年度 平成21年度 平成22年度（計画）

552,000 534,000

83.49%

指
標
１

活
動
量

申込講座回数 個

平成２２年度事務事業評価シート②　（評価対象：平成２１年度事業）

指標 単位 値

目標値

成
果

各講座の平均希望回数 回

申込企画数 実績値

名称

説明

名称

説明

16 20 20

16 20

2 2

2

実績値

目標値 2

各講座の平均実施回数 実績値 2

予　算 　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□廃止

41.6指
標
２

活
動
量

各講座の平均募集者数 人 目標値

成
果

活動量

名称

説明 実績値 41.6

　□拡大　　　■現状　　　□縮小　　　□要改善　　　□廃止　　　□委託化　　　□協働化　　　□情報化

30 30

各講座の平均受講者人数

名称

説明

事業概要、予算概要、総コスト指標、指標データを踏まえた自主評価

１回あたりの講師料を減額し（＠12,000×2時間　→　＠8,000×2時間）、講座開催数を増やしたことにより多種にわたる団体、
個人の要望に沿う形となった。講座開設にかかる保育士謝礼も予算化していたが、保育を必要とする講座が少なく、また希望者
もなく予算にあまりを生ずる結果となった。他の講座では、保育の要望があることから、来年度以降には保育要望があることが
予想されるので、現状維持とする。

今後の方針　（活動量：平成23年度の活動量の方針）　（予　算：平成22年度と比較した平成23年度の予算の方針）

目標値

0

30


